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金光寺寺報

第 ２ ５ ８ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
８３－２３３８

一月のことばは、元龍谷大学学長の信楽峻
しがらぎたか

麿先生のご著書『この道をゆく』に掲載され
まろ

ています。ご著書には、この言葉の由来となっ

た法然聖人の文章を引用されています。
ほうねん

法然聖人は、人生の目的はお念仏を申すこ

とにあるから、お念仏を申しやすいように人

生を送りなさい、ライフスタイルも一人ひと

りにあった様式でよいともおっしゃっていま

す。また、衣食住は私たちの生活の基本であ

り、その三つがお念仏を支えるための生業だ
なりわい

と言われています。これは、お念仏を人生の

第一義に、生活の中心にして生きることを薦
すす

められたものです。念仏即生活、生活即念仏
そく

というお諭しです。法然聖人は、阿弥陀如来
さと

は煩悩具足の凡夫の浄土往生の行業として
ぼんのう ぐ そく ぼん ぶ ぎょうごう

「称名念仏」一行をお選びになり、その他
しょうみょう いちぎょう

の諸行はお捨てになったことを明らかにされ
しょぎょう

ました。

日頃のお聴聞、お仏壇へのお参り（勤行）、
ごんぎょう

日々の称名念仏の相続によって、次第に阿弥

陀如来の本願が、この私に向けて誓われたも

ので、いつの日か、その念仏が阿弥陀如来の

私への喚び声と聞こえてくるのだと思います。
よ

まさに、仏さまの心が私に届き、仏に念ぜら

れていると感じるときがあるのです。そのよ

うな仏心に対する「めざめ」体験を「信心」

といいます。信楽先生はその体験こそが真宗

念仏の肝要だと示されました。
かんよう

繰り返し繰り返し、日々の生活のなかで

「めざめ」をいただく、それゆえに、念仏す

ることが人生の第一義であり、生活の中心と

なることを強調されたのです。宗とすべきは、
むね

本願の心、お念仏なのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲正信偈の言葉、「常照我」と続く。摂取の光明に常に照らされています。
しょうしん げ じょうしょう が せっしゅ こうみょう
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １月

１９日（午後）
２６日（終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

1月９日現在アクセス数 138,446人
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忌
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磨
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仏
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岡
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岡
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仏
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鞍岡の１２月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－６．１℃（２０日）

最 高 気 温・１５．８℃（９日）

冬 日 日 数 ２１日/３１日

真冬日日数・ ３日/３１日

月間総雨量・ 83.0mm(降雨日数・12日)

一日最大雨量・２３．５mm（２２日）


